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本入力ファイルは LIGGGHTS 離散要素法による多種 Lennard-Jones 流体を設定し,NPT（Newton 無効）
を実行する。混合ポテンシャルは
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で更新される。
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Newton 交換を無効にした場合の速度と圧力の一致性をベンチマークできる。

1


